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第１
日 時：

場 所：

出席者：

【講座

開催挨拶・講

はじめのあい

師の関戸さん

した。 

遊び絵地図ワ

参加者が自分

り返ってどの

ていたか、絵

ルごとで発表

プレーパーク

最近の子ども

景、子供の成長

冒険遊び場の

活動内容を紹

意見交換・質

テーブルごと

感想などを話

子供のの差は

ど質疑に対し

ご回答をいた

回 

～外

平成２７年

アステ川西

２４名（他

座内容】 

講師紹介 

いさつに続き

んの紹介を行

ワークショッ

分の子供時代

のような遊び

絵に描いてテ

表し合いまし

紹介 

も達の遊び

長などを踏ま

の必要性や実

紹介されまし

質疑等 

とで今回の講

話し合い、大

は何だと思う

して関戸さん

ただきました

プ

外遊び

年３月 15

西 6Ｆアス

他 市２名

き、講

行いま

ップ」

代を振

びをし

テーブ

した。

の背

まえ、

実際の

した。

講座の

大人と

うかな

んから

。 

■現
・人
・子
・第

て
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・都
・

か
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・転
■
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・
■
・今

携

・苦
・大

で
■子
・
・子
・大
・子
・普
・子

■ナ
・色

・大
増

・冒
■
・遊
・子

再
・子
・手
・刃

て
・運
・遊
・行

プレー

びで育

5 日（日）1

ステ市民プラ

名、コンサル

現在の子供た
人間関係にも
子供たちの遊
第三者を挟ん
てつまらない
森・林・川な
昔と現代では
都市化の結果
自己肯定感は
からず、遊び
母親からのプ
母親が子供に
親自体が周囲
子供の成長へ
転んだ時にな
冒険遊び場
子供達は自分
日本の遊び場
日本の冒険遊
今まで行政に
携わる住民は
を取る存在と
苦情を言って
大人たちの仕
できる場所を
子供の好きな
自分で環境を
子どもたちは
大人は危ない
子供がやりた
普段はやって
子どもたちが
断できたり、
ナナメの関係
色んな子や母
「ナナメの関
大人自身も遊
増えていく。
冒険遊び場作
まとめ 
遊ぶことを通
子供は自分に
再構築して理
子供は大人よ
手におえる危
刃物などの危
て自分で学習
運動神経は遺
遊びを通して
行政･市民・
ークやまちづ

ーパ

育つ子

（特定非営利

13：00～

ラザマルチ

ルタント３

たちの遊びの
も都市化の影
遊び場が、遊
んだ公園の苦
い公園になっ
など自然の中
は屋内と屋外
果、自信をな
は遊びで育ま
びの中で自分
プレッシャー
に「他人に迷
囲や、親同士
への影響 
など受け身が

分で遊び場を
場は、住民が
遊び場 
にとって、住
は、行政と同
となってくれ
ていた住民は
仕事は、子ど
を作る事。
な遊び 
を変えられる
は危ないこと
いことが分か
たいと思って
てはいけない
が興味関心に
、肯定できる
係 
母親と関わる
関係」ができ
遊び場作りを
。 
作りを通し、

通してできる
にとって起こ
理解しようと
よりも感覚が
危険か手にお
危険なものも
習していく。
遺伝ではなく
て、子供も大
プレーリーダ
づくりを行っ

パーク

子ども

利活動法人

～15：00

チスペース

３名） 

【講座
の背景 
影響が及んで
遊びに行く距
苦情よってど
っている。
中で遊ぶ文化
外での遊び時
なくし、自己
まれ、遊びに
分の中に自信
ー 
迷惑をかけな
士の間で感じ

が取れず、大

を作れるとこ
が主導、行政

住民は苦情を
同じ方向を向
れる。 
はまちについ
どもたちが「

る遊びが好き
とが何か大体
かっていない
ていない事を
いこともプレ
に合わせて触
る経験を増や

ることによっ
きる。 
を通して他の

様々な人た

る事を増やし
こった辛い出
としている。
が鋭く、遊び
おえない危険
も子供の頃か

リスク 0 の
く、運動はや
大人も本来自
ダーが何重に
っていくこと

ク講

もの力
講師

日本冒険遊

２ 

の内容】 

でいる。 
距離も範囲も
どんどん規制

化が途絶えて
時間は逆転し
己肯定感の低
に対しての満
信が生まれ、

ない子供に育
じるプレッシ

大きなケガを

ころを好む。
政が支援する

を言う存在だ
向き、住民か

いて真剣に考
「遊びたい」

き。（泥遊び、
体わかってい
い子供に介入
を無理やりや
レーパークで
触って見れる
やせる場所と

って、それぞ

の子と接する

ちが自分にで

し、子供達の
出来事を言語

 
びを通して感
険を判断でき
から少しずつ
の状態のまま
やればやるほ
自分ができる
にも協力し合
とが大切。 

講座 【

力～ 
師：関戸

遊び場づくり

も昔より狭ま
制がかかり、

てしまってい
している。 
低い子どもが
満足度は子ど

失敗を恐れ

育つこと。」を
シャーを受け

をしてしまう

 
る形が多い。

だったが、冒
から直接コミ

考えている人
と思う気持

、水遊び、火
いる。 
入すべき。 
やらせるのは
ではある程度
るものが多く
というのが大

ぞれの間に「

ることにより

できることに

中に自己肯定
語化できない

感覚が統合さ
きる能力があ
つ使い方を教
ま成長する事
ほど発達する
る事に気づき
合うことによ

結果報

戸 博樹氏
り協会 理事

まっている。
使用者側に

いる。 

が増えている
ども自身にし
れなくなる。

を求めている
けている。

う事が多くな

（欧州は逆）

冒険遊び場作
ミュニケーシ

人が多い。
ちを 100%

火遊び） 

は危険 
度大目に見る
く、自分の中
大事。 

「タテ」では

り、自己肯定

に気づいてい

定感が生まれ
い為、遊びの

されていく。
ある。 
教えることに
事がとても危
る。 

、行動してい
よって、プレ
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る。 
しかわ
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なる。

） 

作りに
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中で決
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の中で
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第１

～外

日 時：

場 所：

出席者：

【講座

リスクとハザ

リスクとハザ

どのようなも

説いただきま

「こんな時ど

ワークショッ

いざという時

ておくことを

した。 

応急救護のイ

様々なケガに

方法を解説い

意見交換・質

回 

外遊び

平成２７年

アステ川西

14 名（他

座内容】 

ザードの概要

ザードについ

ものがあるか

ました。 

どうする？」

ップ 

時のために準

を解説いただ

イロハ 

に対する応急

いただきまし

質疑等 

プ

びに必

年３月 15

西 6Ｆアス

他 市２名

要説明

いての

かを解

 

準備し

だきま

急救護

した。

■
・
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○

プレー

必要な

5 日（日）1

ステ市民プラ

、コンサル

リスクとハザ
リスク…子供
測できない
「こんな時
遊ぶ場所が
する場合が
落下、動線の
大人が取り
エントラッ
これらに対応
緊急指定病
応急救護の
切り傷の場合
・直接圧迫止

心臓より
い為、直接

・傷に合わせ
毒液は特

・頭部傷の場
刺し傷の場合
・特に踏み

足をたた
・子どもは処
目の傷の場合
・何か刺さ

で、刺さ
打撲の場合
・頭部をケ
やけどの場合
・やけどは進

菌が入りや
患部に直接

・やけどのサ
他にも、深

ハチに刺され
・市販のポ
チャドクガ
・患部をガ

て、病院
となって

キョウチク
・毒性が強

が生えて
熱中症にかか
・体が体温調

通しの良
識を失っ
いけない。
場合、体温

救急箱の中
・個包装のガ

はさみ、
（伸縮性

遊び場でケ
・遊び場で

るので、
き、正確な

ーパ

な安全

（特定非営利

15：00～

ラザマルチ

ルタント３

ザードについ
供が発生を予
又は起きる結
どうする？」
不適切である
あるので、そ
の順で発生確
除いてあげる
プメント（引
応する 1 番
院、どんな診
イロハ【日本
合 
止血…幹部を
も高く上げる
接患部を触る
せガーゼや絆
に使用しなく
場合、傷が見
合 
抜き傷の場合
き血を出させ
処置の際、痛
合 
ってしまった
ったものを抜

ガしてしま
合 
進行性のケガ
やすく、感染
接当てると痛
サイズがその
深さが関わ
れた場合 
イズンリムー
・イラガに刺
ムテープ等を
で受診する。
いるので注意
トウ（植物）
く、成人でも
いる個所で薪
かった場合
調節が効かな
いところに運
ている場合は
。頸動脈を冷
温が低下する
に常備してお
ガーゼ、絆創
手袋、ポイズ
じゃないもの
ガをした際
は、不特定多
そこにいる大
な情報を把握

パーク

全講習

利活動法人

～17：00

チスペース

名） 

【講座
いての概要説
予測できる有
結果が重篤す
」ワークショ
る場合、子ど
それぞれで動
確率が多い。
る必要がある
引っ掛かり）

番の対策は、
診療科がある
本赤十字が行

を直接手のひ
る。他人を看
るのは避ける
絆創膏サイズ
くて良い。
見えなかった

合は血が出に
せる。消毒液

痛がって泣く

た場合は、抜
抜いてはいけ

った場合は、

ガなので、な
染症になる恐
痛みが増すの
の人の手のひ
っており、皮

ーバーを使用
刺された場合
を使用し刺さ
。チャドクガ
意が必要。
）の煙を吸っ
も死に至る。
薪が落ちてい

なくなり、最
運び、スポー
は喉に詰まら
冷やすのが良
ることがある
おくと良いも
創膏、ラージ
ズンリムーバ
の）、メモ帳

多数の子ども
大人が誠意を
握・伝達する

ク講

習（おま

講師
日本冒険遊

２ 

座の内容】
説明 
有益な危険、
すぎるもの。
ョップ 
どもが危険に
動線を分けて
子どもは気

る。落下、動
）が取り除く
その場所をき
るかを調べ、
行っている応

ひらで圧迫す
看護する際は
る。 
ズを変える。

たり汚れてい

にくく、菌も
液（オキシド

くので紛らわ

抜いた傷から
けない。三角

、救急車を呼

なるべく早く
恐れがあるの
ので、患部よ
ひらサイズに
皮膚の色が赤

用して患部を
合 
さった毛を取
ガは生体の他

ってしまった
どこにでも

いる場合は触

最悪の場合死
ーツ飲料等の
らせる場合が
良いが、完全
る為、その際
もの 
ジカルテープ
バー、アイカ

帳、ボールペ

もが来て、か
をもって対応
る必要がある

講座 【

まけの第 2

師：関戸
遊び場づくり

ハザード…
 

に気づかずに
てあげる必要

気づかない可
動線、突起物
くべき代表的
きちんと知る

リストアッ
応急救護】 

する止血法。
は、病気の羅

患部を水で

いる場合があ

も出ない可能
ドール）を使

わせてあげな

ら更に悪化す
角巾を使用し

呼ぶこと。 

く冷やす必要
ので、流水を
より少し上か
になった時点
赤、白、黒の

を冷やし、病

取り除いた後
他、死骸、抜

た場合 
もあるので、
触れないよう

死に至る。処
の水分を含ま
がある為、水
全に身体活動

際は体を冷や

プ、綿棒、カ
カップ、オキ

ペン 

かつ大人同伴
応すべく、メ
る。 

結果報

2 部）～
戸 博樹氏
り協会 理事

…子供が発生

にハザードが
要がある。
能性が高いの

物、摩耗・腐
的なハザード
る事。 
ップしておく

その際に患
羅患歴が分か

で洗い流せば

あり、髪を切

能性が強いた
使用し消毒す
がら処置を行

する場合があ
して処置を行

要がある。傷
を行う。その
から流し始め
点で通院が必
の順で重い。

病院を受診す

後、患部を冷
抜け殻等全て

キョウチク
うに注意する

処置としては
ませる。ただ
水分を取らせ
動が低下して
してはいけな

カット綿、爪切
キシドール、

伴でない場合
メモ帳を持っ
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生を予

が発生

ので、
腐食、
ド。 

く。 

患部を
からな

ば、消

切る。

ため、
する。
行う。

あるの
行う。

傷口に
の際、
める。
必要。

 

する。

冷やし
てが毒

クトウ
る。 

は、風
だ、意
せては
ている
ない。

切り、
包帯

合もあ
ってお


